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自己紹介
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経歴：
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2016年6月 日本ネットワークイネイブラー株式会社 代表取締役社長

2018年3月 NGN IPoE協議会設立
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電子情報通信学会誌別冊「通信の仕事」
3-2 インターネットサービスプロバイダ（日本ネットワークイネイブラー株式会社）

https://app.journal.ieice.org/trial/103_2/k103_2_229/index.html 3



会社概要 http://jpne.co.jp

社名

日本ネットワークイネイブラー株式会社
英文名称：Japan Network Enabler Corporation,
略称：JPNE

会社発足日 2010年8月30日

事業内容

インターネットサービスプロバイダへのローミング
事業
ローミング事業に附帯する事業

本社所在地 東京都港区赤坂2-5-1

資本金 20億円

株主

KDDI株式会社
日本インターネットエクスチェンジ株式会社
ビッグローブ株式会社
ニフティ株式会社
株式会社朝日ネット
アルテリア・ネットワークス株式会社

代表者 代表取締役社長 石田 慶樹
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本日の内容

日本におけるIPv6の普及

IPv4 over IPv6

NGN IPoE協議会の紹介

コンテンツのIPv6化普及のために
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本日の内容

日本におけるIPv6の普及

IPv4 over IPv6

NGN IPoE協議会の紹介

コンテンツのIPv6化普及のために
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IPv6はハイプサイクルのどこにいるのか

https://www.gartner.com/jp/newsroom/press-releases/pr-20190830 より
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https://www.gartner.com/jp/newsroom/press-releases/pr-20190830 より

IPv6はハイプサイクルのどこにいるのか

この辺？
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IPv6のハイプサイクル

1995 2000 2005 2010 2015 2020

•IT戦略会議

•RFC1883 •IANA枯渇
•KAMEプロジェクト

黎明期 ピーク期 幻滅期 啓蒙活動期

生産の安定期

永すぎた幻滅期!?

•World IPv6 Launch
•World IPv6 Day

•コラボ光の開始
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NTT-NGNにおけるIPv6の普及

FTTHの

IPv6化

加速

NTT東西の

光コラボの

開始

PPPoE(IPv4)の

輻輳

ハイパー

ジャイアントの

IPv6志向

2011年7月 IPv6サービス(IPoE)提供開始
2013年4月 「v6プラス」提供開始
2015年2月 「光コラボレーションモデル」提供開始
2016年6月 大手ISPにおける「速度制御」の開始10



NTT-NGNにおけるIPv6の提供形態

案2と案4

IPv6 
PPPoE

IPv6 
IPoE

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/joho_tsusin/yusei/denki_tsusin/17369.html
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NTT-NGNにおけるIPv6の普及

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog45/program/nttngn
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NTT-NGNでコラボ光とIPv6の普及
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ニワタマ問題はなくなった!

コンテンツのIPv6化アイボールのIPv6化

アイボールが先か、
コンテンツが先か？
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ニワタマ問題はなくなった!

コンテンツのIPv6化アイボールのIPv6化
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IPv6の提供状況(アイボール側)

• FTTH
• NTT-NGN

• auひかり、コミュファ光、eo
光、Nuro

• 上記以外のFTTH事業者

• CATV

• WiFi

• マンションISP

• MNO
• ドコモ

• au

• ソフトバンク

• MVNO
• IIJ

• その他MVNO
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IPv6トラフィックの比率
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IPv6トラフィックの比率
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課題は二つ

• 特に自前アクセス網を有しているCATV事業者

アイボール側で未対応事業者

• IPv6化への取り組みが遅れている

国内コンテンツ事業者

コンテンツ側のIPv6対応
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本日の内容

日本におけるIPv6の普及

IPv4 over IPv6

NGN IPoE協議会の紹介

コンテンツのIPv6化普及のために
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事業用ネットワークの設計・構築パラダイム
の転換

IPv6 Native+IPv4aaS

IPv4とIPv6のデュアルスタック

IPv4 Native+IPv6トンネル

IPv4 only
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IPv4aaS

IPv4aaSとは？

• IPv4 as a Service

• IPv6上でIPv4への接続性をサービスとして提供

IPv4aaSの種類

• IPv6端末へのIPv4の接続性の提供⇒ NAT64+DNS64

• IPv4端末へIPv6を介してIPv4への接続性を提供

⇒ IPv4 over IPv6
23



IPv4aaS：NAT64+DNS64

24

https://blog.nic.ad.jp/blog/intro_nat64_dns64/ より

最新デバイス
に対しては有
効な手法

コモディティ
なデバイスは
救済できない



IPv4 over IPv6

IPv4からIPv6への転換期に必要な技術

IPv6ネットワーク上でIPv4への接続性を提供

1個のIPv4アドレスを複数のユーザで共有
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IPv4 over IPv6技術
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IPv4 over IPv6 IPv4アドレス共有技
術

MAP-E/T
464XLAT
DS-Lite

NAT444(CGN)

サービス・グレード

IPv4グローバル(動的)＋IPv6
IPv4グローバル(動的)

IPv4アドレス共有
IPv6

IPv4アドレス共有
+IPv6



IPv4 over IPv6 の意義

27

IPv4 over IPv6はIPv6のキラーアプリ

IPv4 over IPv6

||

アドレス共有のスマートな解決法

IPv4アドレス枯渇後はアドレス共有が必要



IPv4 over IPv6技術の展開

IPv6

IPv4

Edge

Private
IPv4

Center

Private
IPv4

アドレス共有
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IPv4 over IPv6技術の展開

IPv6

IPv4

Edge

Private
IPv4

MAP-T464XLAT

MAP-EDS-Lite

Center

トンネル

トランスレート

ステートフル ステートレス

Private
IPv4

アドレス共有

29



IPv4 over IPv6技術の展開

IPv6

IPv4

Edge

Private
IPv4

MAP-T464XLAT

MAP-EDS-Lite

Center

トンネル

トランスレート

ステートフル ステートレス

Private
IPv4

Edge(HGW/BBR)へ機能追加
+

プロビジョニング

アドレス共有
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• トンネル(カプセル化) • トランスレート

IPv6インターネット

トンネルとトランスレート

Payload
IPv4

ヘッダ

Payload
IPv4

ヘッダ

Payload
IPv4

ヘッダ

Payload
IPv4

ヘッダ

IPv6
ヘッダ

IPv6
ヘッダ

Payload
IPv4

ヘッダ

Payload
IPv6

ヘッダ

Payload
IPv6

ヘッダ

Payload
IPv4

ヘッダ
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IPv6移行技術の分類

IPv4 over IPv6提供事業者は各社の戦略により最適な技術を採用

Translation
•DPIを利用せずにトラフィックエンジニアリングが可能。

Tunnel
センター側で
ステートフル
(NAT64/CGN)

•スモールスタート
が可能
•エンドユーザ毎の
ポート数は可変

センター側で
ステートレス(BPA)

•ログが不要
•セッション管理が不要
•セッションテーブルが
無いためセンター装置
は拡張性がある。

464XLAT

MAP-EDS-Lite

MAP-T

32

LW4o6



日本におけるIPv4 over IPv6の状況

• 各事業者はネットワーク資源の条件や各社の戦略によって異なる移行技術
を導入

NTT東西

ISP’sJPNE
Multi-
feed

JPIX
(Trial)

v4/v6 
on PPPoEMAP-E DS-Lite

Any
Provider

464XLAT

BBIX

KDDI
CTC

Dual
Stack

OCN

MAP-E
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v6 + 
v4 Tunnel



IPv4 over IPv6のプロビジョニング方式

IETFにおけるIPv4 over IPv6のプロビジョニング方式の標準化

• RFC8026: “Unified IPv4-in-IPv6 Softwire Customer Premises Equipment 

(CPE): A DHCPv6-Based Prioritization Mechanism”

• DHCPv6 Option(S46 Priority Option)を用いて判別し必要な各種パラメータを取得

国内のプロビジョニング方式は非標準化方式

• DHCPv6が利用不可のため

• IPv6開通後にhttpsにより各種パラメータを取得

• 各社が独自に決定した仕様をCPE(ブロードバンドルータ)メーカが実装
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IPv4 over IPv6のプロビジョニング方式

プロビジョニングの国内標準方式の策定の動き

•国内のブロードバンドルータメーカがhttpsによる方式を共通化

する提案を作成中

• IPv6協議会IPv6家庭用ルータSWGにて標準方式を策定・公開

IPoE方式でなくても利用できる可能性

•CATV事業者によるIPv6ネイティブ＋IPv4aaSの利用
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ネットワークの構築時が大きなチャンス

4K、8Kに対応す

るためのFTTH化

(ローカル)5Gの構

築

IPv4に拘るのでは

なく、IPv6での構

築を目指すべき
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本日の内容

日本におけるIPv6の普及

IPv4 over IPv6

NGN IPoE協議会の紹介

コンテンツのIPv6化普及のために
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NGN IPoE協議会
• 名称

本会は正式名称を「NGN IPoE協議会(英名
NGN IPoE Council)」とし、略称を「IPoE-
C」とする。

• 設立趣意
インターネットを国民のための高度情報通信
ネットワーク社会基盤と捉え、東日本電信電
話株式会社・西日本電信電話株式会社が提供
するNGN網のIPoE機能をはじめ、各種イン
ターネットアクセス基盤を活用して日本にお
けるインターネットの普及拡大をはかり、
IPv6の利用を促進することにより、国民が利
用しやすい環境を形成するための諸事業を行
い、新しい生活と産業の具現化に資すること
を目的として、IPoE接続事業者により「NGN 
IPoE協議会(IPoE-C)」を設立する。

• IPoE-C活動内容

NGN網IPoE機能の活用による日本のイン

ターネット普及と利用促進に係る諸事業の

企画、立案および実施

NGN網IPoE機能を活用した諸事業に関する

啓発・広報活動

日本のインターネット普及推進に向けた政

策提言活動

その他、協議会の目的を達成するために必

要な活動

• 設立 2018年3月12日
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NGN IPoE協議会の組織・会員について

役員・理事

会長 石田 慶樹 日本ネットワークイネイブラー株式会社

副会長 外山 勝保 インターネットマルチフィード株式会社

監事 土方 次郎 株式会社朝日ネット

理事

福智 道一 BBIX株式会社

土方 次郎 株式会社朝日ネット

菊地 泰敏 アルテリア・ネットワークス株式会社

田中 伸明 フリービット株式会社

鴨川 比呂志 ビッグローブ株式会社

福島 博之 エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社

会員企業

法人会員

理事会員

株式会社Geolocation Technology

株式会社Jストリーム

エヌ・ティ・ティ・スマートコネクト株式会社

エレコム株式会社

株式会社サイバーエージェント

株式会社ファミリーネット・ジャパン

株式会社ブロードバンドタワー

ヤフー株式会社
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NGN IPoE協議会 －活動実績ー

• 直近の活動

• 光コラボ事業者変更への対応

• NTT東西、ISPと協議の上、光コラボ事業者変更
について、ISPにおける Best Practice としての
対応をとりまとめ、提案、実施

• さらなる改善に向けて活動継続中

• 2019.04.24「IPv6国内地理情報共有WG」
活動開始

• IPv6の都道府県単位での地理情報共有の開始

• その他：意見集約、情報提供等

• 「帯域制御の運用基準に関するガイドライン協
議会」への参加、意見表明

• NTT東西との意見交換を定期的に実施

• 意見表明(2019年度)

• 2019.05.07 「東日本電信電話株式会社及び
西日本電信電話株式会社の第一種指定電気
通信設備に関する接続約款の変更案に対す
る意見募集―平成31年度の接続料の改定等
―」に対し、意見を提出

• 2019.05.14 「アクセス抑止方策に係る検討
の論点」に対し、意見を提出

• 2019.08.26 「接続料の算定に関する研究
会「第三次報告書(案)」」に対し、意見提出

• 2019.11.22 「電気通信事業分野における
競争ルール等の包括的検証 最終答申
（案）に対する意見募集」に対し、意見提
出
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本日の内容

日本におけるIPv6の普及

IPv4 over IPv6

NGN IPoE協議会の紹介

コンテンツのIPv6化普及のために
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コンテンツのIPv6化への取り組み

NGN IPoE協議会

IPv6地理情報共有ワーキング
グループ

JAIPA

ゲーム・エンタメのネットワー
ク接続性に関する課題検討WG

JDCC
コンテンツ配信基盤IPv6化検討WG

https://ipv6-wg.connpass.com/
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IPv6地理情報共有ワーキンググループ

• 2019年4月26日発足
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WGメンバー

• 参加組織

• NGN IPoE協議会(事務局)

• (株)朝日ネット

• アルテリア・ネットワークス(株)

• インターネットマルチフィード(株)

• NTTコミュニケーションズ(株)

• エヌ・ティ・ティ・スマートコネクト
(株)

• (株)サイバーエージェント

• (株)Ｊストリーム

• (株)Geolocation Technology

• 参加組織(続き)

• 日本ネットワークイネイブラー(株)

• BBIX(株)

• ビッグローブ(株)

• フリービット(株)

• (株)ブロードバンドタワー

• ヤフー(株)

• オブザーバ

• 西日本電信電話(株)

• 東日本電信電話(株)

• (一社)日本ネットワークインフォメー
ションセンター
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IPv6国内地理情報共有WG

• IPv6インターネットに関わる事業者や団体が集まり、IPv6アド
レスの地理情報を共有することでコンテンツ配信におけるIPv6
の利用を促進する

• 地理情報を中心とするIPv6アドレスの属性データの共有のあり
方を検討する

• 将来的には協議会から独立して運営されることも視野に入れる
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ここで言っている「IPv6地理情報」とは

• 都道府県単位の粒度の地理情
報

• IPv6アドレスプレフィックス
と都道府県の対応表
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IPv6地理情報共有事業スキーム

• 協議会が都道府県単位の粒度の
地理情報を集約・リスト化し管
理

• IPv6アドレスプレフィックスと
都道府県の対応表（正確な地理
情報であることが付加価値）

• 協議会では情報加工等を実施せ
ず都道府県単位までに限定（民
業圧迫したくない）
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IPoE接続事業者 IPoE接続事業者 その他の事業者

位置情報
（無償）

位置情報
（無償）

位置情報
（有償 or 無償）

利用事業者
（一次）

利用事業者
（一次）

利用事業者
（一次）

位置情報
（有償）

位置情報
（有償）

位置情報
（有償）



IPv6地理情報共有事業スキーム

• 協議会は利用を希望する事業
者に地理情報を提供

• 利用事業者として位置情報提
供事業者やコンテンツ配信事
業者を想定

• 利用事業者から徴収する利用
料は本事業の運営費に充当す
るのみ（非営利目的）

48

IPoE接続事業者 IPoE接続事業者 その他の事業者

位置情報
（無償）

位置情報
（無償）

位置情報
（有償 or 無償）

利用事業者
（一次）

利用事業者
（一次）

利用事業者
（一次）

位置情報
（有償）

位置情報
（有償）

位置情報
（有償）



本日の内容

日本におけるIPv6の普及

IPv4 over IPv6

NGN IPoE協議会の紹介

コンテンツのIPv6化普及のために

49



IPv6のハイプサイクル
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IPv6のハイプサイクル

1995 2000 2005 2010 2015 2020

•IT戦略会議

•RFC1883 •IANA枯渇
•KAMEプロジェクト

黎明期 ピーク期 幻滅期 啓蒙活動期

生産の安定期

永すぎた幻滅期!?

•World IPv6 Launch
•World IPv6 Day

•コラボ光の開始

すでに啓蒙活動期に入っている！

コンタクト済コンタクト済
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